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株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一

政
府
は
、
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
へ
の
改
組
時
に
追
加
さ
れ
た
業
務
の
う

ち
、
特
定
信
託
引
受
け
及
び
特
定
出
資
の
二
つ
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
実
績
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二

機
構
は
、
延
長
を
認
め
ら
れ
た
業
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
業
務
を
通
じ
、
地
域
に
お
い
て
自
律
的
か
つ
持
続
的
に
地
域
経

済
活
性
化
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
人
材
や
地
域
金
融
機
関
等
に
地
域
経
済
活
性
化
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
延
長
期
限
内
に

移
転
す
る
よ
う
最
大
限
努
め
る
こ
と
。

三

機
構
は
、
将
来
的
に
は
地
域
金
融
機
関
等
が
主
体
的
に
フ
ァ
ン
ド
を
設
立
、
運
営
で
き
る
よ
う
、
各
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資

に
つ
い
て
は
極
力
減
ら
す
と
と
も
に
、
専
門
人
材
の
育
成
等
に
注
力
す
る
こ
と
。

四

政
府
は
、
機
構
が
時
限
的
組
織
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
機
構
の
業
務
が
地
域
金
融
機
関
等
の
担
い
得
る
業
務
に
対
し
て
、

民
業
圧
迫
と
な
ら
な
い
よ
う
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

五

機
構
は
、
地
域
金
融
機
関
等
へ
の
地
域
経
済
活
性
化
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移
転
が
不
十
分
な
地
域
が
な
い
か
を
検
証
し
、

延
長
を
認
め
ら
れ
た
期
間
を
有
効
に
活
用
し
て
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
地
域
経
済
活
性
化
支
援
に
努
め
る
こ

と
。

六

政
府
は
、
機
構
の
業
務
完
了
後
に
お
い
て
も
、
特
定
専
門
家
派
遣
等
の
地
域
金
融
機
関
等
へ
の
地
域
経
済
活
性
化
支
援
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
引
き
続
き
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

七

機
構
は
、
収
益
の
改
善
に
向
け
て
、
フ
ァ
ン
ド
運
営
の
収
益
性
の
向
上
や
更
な
る
コ
ス
ト
の
削
減
等
に
取
り
組
む
よ
う
努



め
る
こ
と
。

八

政
府
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
事
業
承
継
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
経
営
者
保
証
が
極
力
徴
求
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

必
要
な
取
組
を
行
う
こ
と
。

九

政
府
は
、
機
構
が
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
通
し
て
得
た
知
見
を
金
融
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
検
証
を
行
う
こ

と
。

十

政
府
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
地
域
経
済
活
性
化
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
の
連
携
の
強
化
に
と
ど
ま

ら
ず
、
必
要
に
応
じ
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
人
材
不
足
が
深
刻
な
地
域
の
中
小

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
技
術
革
新
へ
の
適
応
を
促
進
す
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
新
た
な
支
援
・
組
織
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


